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☆課題工作③電気工作「電流イライラ新迷路を作ろう」堀口指導員主幹 ９月８・２２日（土） 

 

 

 

☆  

☆平成 30 年度兵庫県学生児童発明くふう展 審査結果及び表彰式 １１月４日 

石屋小学校３年 吉田 要   兵庫県商工会議所連合会会頭賞 作品名「収縮万能スタンド」  

北淡小学校３年 原田 直実  兵庫県発明協会会長賞 作品名「便利なトイレットペーパーホルダー」 

※次のページの冒頭に神戸新聞掲載の記事をのせてあります。尚、そのほかのクラブ員の

作品は、神戸青少年科学館での「兵庫県学生児童発明くふう展」に（11/1～4）淡路夢舞

台国際会議場での「淡路少年少女発明クラブ祭」（12/１）に展示されました。 

４月 28 日から始め、9 月 29 日まで１０回のアイデア工作活動で２１名のクラブ員が指導員や家族

とともに試行錯誤を重ねながら、２４点のアイデア工作を見事完成させました。これまでにない２４

点ものアイデア工作品を兵庫県学生児童発明くふう展に出品し、２点が特賞に入賞しました。惜しく

も入賞を逃したクラブ員の作品も、説明書や出品表の展示の工夫が見られ見応えのあるものばかりで

した。来年も挑戦して欲しいと思います。 

☆島外体験学習・兵庫県学生児童発明くふう展表彰式 11 月５日（日） 

 
☆アイデア工作の出品とその成果 

 

☆ 兵庫県学生児童発明くふう展クラブ内審査会の表彰 １１月２４日（土） 

今年も「兵庫県学生児童発明くふう展」の出品に先立ち、淡路少年少女発明クラブ内でも審査し、

会長特別賞、優秀賞３作品を選んでいます。24 日に表彰しました。結果は以下の通りです。 

優秀賞         学習小学校３年 國本 龍睴 作品名「ワンきゅうりカッター」  

優秀賞 洲本市立大野小学校５年 浅山 壱斗 作品名「カーリングでお掃除しよう！そだねー♪」    

優秀賞     北淡小学校３年 原田 直実 作品名「便利なトイレットペーパーホルダー」   

会長特別賞   石屋小学校３年 吉田 要   作品名「収縮万能スタンド」   

 

導体、不導体（絶縁体）、半導体の性質を知り、その性質を生かした「電流いらいら新迷路」を 

設計しました。迷路の形や移動体の形、センサーも考え、個性的な「電流いらいら新迷路」が完成

しました。電池（電源）とブザー（負荷）、スイッチを導線でつないだ電気回路も作れました。 

http://www.abgic.com/


 

 

☆島外体験学習 兵庫県学生児童発明くふう展見学・表彰式参加 11月 4日（日） 

バンドー神戸青少年科学館（神戸市）、ひょうご環境体験館見学（佐用郡） 

 

 

 

 

 

 

 

秋晴れの 11 月４日、バンドー神戸青少年科学館と佐用郡佐用町にあるひょうご環境体験館へ親子

連れで行ってきました。兵庫県学生児童発明くふう展を熱心に見学し、その後ひょうご環境体験館

で地球温暖化防止や体験館について映像鑑賞をしたり、宇宙から見た地球のリアルタイムな雲の動

きや海流・温暖化の変化を見たりふれたりして学びました。また、わんぱく広場で展示見学、葉脈

しおりを作りました。どのクラブ員も楽しい一日でした。 
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☆第 4１回『未来の科学の夢絵画展』出品 28 点、発明くふう展出品 24 点の紹介 

※絵画やアイデア工作の作品の詳細については、以下のホームページをご覧ください。 

淡路少年少女発明クラブ(http://www.abgic.com) 

☆未来の科学の夢絵画展 作画 10月 13日～11月 25 日 ５回実施 

 広瀬指導員と中

之内指導員が中心

になって絵画制作

の指導を行いまし

た。将来の科学の夢

をどのクラブ員も

個性的に表現でき

ました。 

出来るだけ多くの皆さんに「淡路少年少女発明クラブ」の活動を知っていただく為に、

アルクリオでの作品展示活動を開催しました。展示内容は以下の通りです。 

① 「全国学生児童発明くふう展」入選作品パネル１４点。 

② 「兵庫県学生児童発明くふう展」出品作品の写真 24 点分（淡路少年少女発明クラブ分） 

③ 41回「未来の科学の夢絵画展」出品 28点分絵画写真と説明（淡路少年少女発明クラブ分） 

 

 

 

☆アルクリオでの作品展示活動 12 月 16 日（日）～24 日（月） 

http://www.abgic.com/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

☆淡路少年少女発明クラブ祭 12 月１日（土）淡路夢舞台国際会議場 

『産経新聞』 



 

 

 

 

☆特別工作教室③オリジナル工作「竹笛を作ろう」井上指導員主幹１月 26 日 
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☆特別工作教室①オリジナル工作「ふしぎに動くものづくり」立谷指導員主幹 12 月 8 日 

 

折り紙で、時間がたつと起き上がってきたり、決まった方向に回転したりする立体を作りました。 

なぜそんな動きをするかも考えました。ふしぎな動きをする折り紙に興味深く取り組めました。 

☆課題工作④「ライト兄弟の複葉機を作ろう」藤川指導員主幹 12 月 22 日 

飛行機の歴史と飛ぶ仕組みを学び、複葉機を製作しました。図面や製作順を読み取りながら完成さ

せました。小さな部品もあったので、組み立てに苦労しました。飛行距離の競争もしました。 

☆特別工作教室② オリジナル工作「虫めがねで望遠鏡を作ろう」廣瀬指導員主幹１月 12 日 

 

☆協賛企業のご紹介 

望遠鏡の種類と仕組みを学び、工作用紙と虫メガネ小２個・大１個を使用して望遠鏡を作りました。

図面や製作順を読み取りながら完成させました。虫眼鏡の焦点を合わすのに苦労しました。 

竹の性質や利用方法を聞い

てから、竹笛づくりにチャ

レンジしました。 

作り方で音が変わることも

教えてもらいました。さて、

自分の工夫した音が出たで

しょうか。 
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